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Ⅰ 研究の背景と研究の方向

１ 研究の背景

①社会及び教育の動向→ DX、未来の
教室等、 EdTech、教育の情報化等

②学校経営方針から

③教師の実態及びニーズ

④児童の実態等

２ 研究の方向

① 前年度研究の概要

② 前年度研究の成果と課題

Ⅱ 研究の目的及び内容等

１ 本研究で明らかにしたいこと

① 研究の目的

２ 研究主題、副主題

３ 研究内容

４ 実践計画

Ⅲ 研究の実際

１ 授業における実践

２ 補充指導における実践

３ 家庭学習における実践

Ⅳ 研究の成果と課題

１ 授業における成果と課題

２ 補充指導における成果と課題

３ 家庭学習における成果と課題

関 連 付 け

アナログ学習指導（紙の教科書、ドリル、教科用ノート、家庭学習ノート等）

デジタル学習指導（学習者用デジタル教科書、タブレット端末、
デジタルドリル、AI教材、ロイロノート、テレビ会議システム等）
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すべての教科領域で情報活用能力を基盤にして育成する

「確かな学力」：知育：校訓かしこく

学力定着のプロセス（※①②③すべてがそろう）

授
業
改
善

①input

問
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練
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③output

補充・定着指導（量と質）
＋

家庭学習（量と質）

②keep

つくる

しまう

とりだす

【鹿児島県】新型コロナ感染者数の推移グラフ
（R2.3月～現在）

3/16,17 
学級閉鎖
（5年2組）

9/22,29,30 
オンライン授業
開始（4～6年）

4/27,28 
学級閉鎖
（2年2組）

8/27 家庭のネット環境調査
8/30 ネット環境あり95.7%

9/1 時差登校、午前授業
午後在宅学習スタート

9/2 タブレット端末
持ち帰りスタート
(4年3組)

11/7 運動会YouTube配信

3/8 半成人式YouTube配信

3/25 卒業式YouTube配信

4/6 入学式YouTube配信

R3.5/11 感染3人
濃厚接触47人

R3感染16人

出停約30～40人

R4感染17人

「学びの保障」のための

ハイブリッド型オンライン
授業等の実施

9月「学びの保障」のための
オンライン授業等の準備

【授業】（タブレット活用）
の実践イメージ

・ロイロノート（学習ソフト）
・デジタルドリル（AI教材） ほか
①課題解決の学習過程に沿ってアナログ（教科
ノート、ワークシート等）とデジタル（ロイロノート、
デジタルドリル）をどう組み合わせて個別学習、
協働学習、一斉学習を展開すれば効果的か？

②授業終末部での適用問題をデジタルドリルで
補う方法の検証（どのような単元で活用するのが
有効なのか？）

【授業以外（補充指導）】
の実践イメージ

①朝学習：ベーシックタイム（15分）における
デジタルドリルの活用法
②土曜授業：チャレンジタイム（45分）におけ
るデジタルドリルの活用法
※そもそも補充指導の目的は何か？
「基礎・基本的な力を定着させ、発展的な力を育むこと」
＝全員に出す「共通課題」と本人の意欲や学習状況に応じて進める
「自主課題」から構成される。
※アナログ（プリント等）学習とデジタル（デジタルドリル）学習の比重は？
※学年の発達段階で使い分けた方がベターか？
※定着場面、問題練習場面で使い分け方があるのか？

【家庭学習】の実践イメージ
①基礎・基本の定着：家庭学習ノートとデジタルドリルを

組み合わせた漢字、計算指導等 ※平常時

②実技教科での活用：タブレット端末活用による家庭学
習課題（歌、リコーダー練習、調理、工作、運動などの実

技等）の与え方 ※コロナ対応時の持ち帰り

③反転授業：タブレット端末の持ち帰りによる家庭での

予習からの授業（反転授業） ※コロナ対応時の持ち帰り
※そもそも家庭学習の目的は何か？

「基礎・基本的な力を定着させ、発展的な力を育むとともに、学習
習慣を確立させること」＝全員に出す「共通課題」の宿題と本人
の意欲や学習状況に応じて進める「自主学習」から構成される。

情報教育用語の理解 「 DX：デジタル・トランスフォーメーション」とは

あるものの、概ね「企業がテクノロ
ジー（IT）を利用して事業の業績

や対象範囲を根底から変化させ
る」という意味合いで用いられる。
本用語は「DX」と表記されることが多
いが、それは英語圏では
「transformation」（変形・変化・変
質・変換）の「trans」の部分を「X」と
略すことが一般的だからである。

（Wikipediaより引用）

DX：デジタル・トランスフォーメーションとは、

Digital Transformation; DT or DX とは、
「ITの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」
という概念。デジタルシフトも同様の意味である。

2004年にスウェーデンのウメオ大学教授のエリック・ストルターマン
が提唱したとされる。ビジネス用語としては、定義・解釈が多義的で

我が国の15年後2035年頃の未来社会像

5G、IoT（Internet of Things）/ビッグテータ（BD）/人工知能（AI）/
ロボット等がもたらす「超スマート社会」「Society5.0」時代の到来。情
報や情報技術を主体的に選択し活用していく力が求められる。

「教育の情報化」

新学習指導要領では
「情報活用能力」を
資質・能力の基盤に

情報教育用語の理解 「 EdTech（エドテック） 」とは

EdTech（エドテック）とは、

教育・学習領域でのIT技術を導入すること。EdTechとは、Education（教育）と
Technology（テクノロジー）を組み合わせた造語。基本的にオンラインでのやりと
りを重視する。授業に出席するのと同じような感覚で学ぶことができる双方向型の
教育。※eラーニングとの違い

①学校や塾などの教育を実際に提供する現場で活用されるアプリ・サービス
②自宅や外出先などいつでもどこでも受講できるオンライン学習の配信サービス
③学習するためのものだけではなく、教師・教員や塾の講師が学習状況を把握・
管理するツールなど 様々な教育格差の解消に繋がるのではないかと期待。
【参考】
※eラーニングとは、ICT端末を使った学習形態を指す。 基本的に電子書籍やあ

らかじめ録画した動画や音声を使って学習するもので通信教育に近い。

「X-Tech」のひとつ。IT技術がまだ浸透していない領域で、ITやテクノロジーの活
用を進めていくことの総称として「 X-Tech」という言葉がある。

Technologyの投入によって市場環境が大きく変化し、様々なチャンスが生まれ
るため、 「 X-Tech」は、ビジネスにおいて大きな注目を集めている。
◆FinTech（金融×Technology Finance Technologyの略 フィンテック）
◆AdTech（広告×Technology Advertising Technologyの略 アドテック）
◆HRTech（人材×Technology Human Resources Technologyの略 HRテック）などある。

キュビナ、ロ
イロノート、
TV会議シス

テムプログラ
ミング教材

（スクラッチ、
メッシュ）など

統合型校務支
援システム（ス
ズキ校務、シ
ースマイル等）
学校安心メー
ルなど

情報教育用語の理解 「 未来の教室 」とは

「未来の教室 Learning Innovation」とは、

経済産業省は、EdTech（エドテック）・個別最適化・文理融合
（STEAM）・社会課題解決をキーワードに、効率的な知識習得と創

造的な課題発見・解決能力育成の両立する新たな学習プログラム
の開発・実証を進めている。（未来の教室」実証事業）

「未来の教室」実証事業では、人間がAI（人工知能）と共存していく

社会で必要となる能力を「創造的な課題発見・解決力」（チェンジ・メ
ーカーの資質）と定義し、誰もがそれを手にすることのできる「学びの
社会システム」の構築を目指している。

（経済産業省 サービス政策課 教育産業室「未来の教室」プロジェクト資料より引用）

学校のデジタル化 令和3年度に行ったこと一覧

A 児童の学びに直接的に
有効な取組
①テレビ会議システムTEAMSによる校内
（始業式、終業式、児童総会）行事
② 〃 校外（トヨタ九州宮田工場
社会科見学）と繋いだリモート授業
③学校と家庭を繋いだオンライン授業
（4,5,6年全クラス）
④タブレット端末（ロイロノート）を活用し
た研究授業（6年国語科、社会科）
⑤デジタルドリルの試行的活用
（実技研修）

B 学び以外の効率化を図
る取組
⑥YOUTUBE配信（R2卒業式、宿泊学習
保護者説明会、運動会）
⑦学校だより、PTAだより等のペーパー
レス化（学校ＨＰ掲載、メール配信）
⑧GOOGLEフォームによる学校評価、各
種アンケート実施、集計・集約等
⑨デジタル通信システムを活用したメー
ルでの欠席・遅刻届システム

令和４年度

チーム星峯西小学校で取り組む
EdTech・教育の情報化

「確かな学力」を育む
これからの学習指導システムの構築
～アナログとデジタルの学習指導の融合～

学年部 授業（タブレット活用） 授業以外（補充指導） 家庭学習 オンライン授業その他

記入例
〇年部

実践：〇月 国語科
単元名「 」（説明文）

実践：１月末 朝の活動
「２学期に学習した漢字」

実践：〇月 学習課題
「ローマ字の書き取り」

実践：〇月
社会科 オンライン授業
単元名「 」

１年部

２年部

３年部

４年部

５年部

６年部

予定
6/27 研究授業
10/17 研究授業

R4年度実践計画案（実施時期、教科領域、内容等）

【研修計画】
4/18  本年度研究の概要説明
5/30 研究授業のポイント説明
6/27 研究授業・授業研究
7/21 ICT研修
8/1 ICT研修
8/22 ICT研修
9/26 研究授業のポイント説明
10/17 研究授業・授業研究
10/31 ICT研修
2/20 研修のまとめと来年度研
究について

タブレット端末の持ち帰り可

【今年度の研究授業】
◆新採1年目
３年相原教諭（教科、道徳、特活）
４年宮下教諭（ 〃 ）
◆新採2年目
５年今村教諭（教科・領域等）
◆新採3年目
６年有馬教諭（教科・領域等）

①いつ、②だれが、③どの単元
等で：教科名、補充指導、家庭
学習等で

④何を工夫して：どのような工
夫をして活用すれば効果的か

※活用方法の有効性・妥当性
を明らかにするための実践であ
る※個人レベルの実践も可能

?タブレットドリル活用
算数全学年使用可能

ipadと旧タブレット

鹿児島市立星峯西小学校 令和４年度 研究論文構想資料
資料２

授業の実践例

補充指導の実践例

家庭学習の実践例


